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市街地再生を目的とした商店街情報化における基礎的研究（1）
―大宮銀座通り商店街におけるケーススタディ―
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1　研究背景
　大宮は新幹線が停車する交通の要所であり、
氷川神社という文化資源、歴史性に富んだ商業
地など、将来的に高い成長が期待されている地
域である。その一方で、さいたま新都心の出現
や、低迷する景気の影響から、中心市街地や地
元商店街は衰退し、地域活力の低下が懸念され
ている。
　80年代には東口駅前再開発が計画されたが、
地元の激しい反対運動で、行政は計画の白紙撤
回を決断した。その結果、再開発で整備された
西口に対し、東口は開発の機運を逃すことで、
東口の商業収益は減少の一途を辿り、地元地権
者にも高い危機感を募らせた。
　地元の意向を受けたさいたま市は、2008年3
月に大宮の一体的整備を目的とした委員会を設
置し、同年6月26日に第一回の「大宮駅周辺地
域戦略ビジョン策定委員会」が開催された。こ
の委員会は年間で三回開催され、大宮の現況課
題の整理と、地域住民の意向調査などを実施し、
都市ビジョン策定に向けた条件整理を行った。
2　委員会と研究者の関係
　2004年10月22日、さいたまおかみさん会主催
の講演会に招聰され、「21世紀への提言」とい
うテーマでさいたま市長とディベートを交わし、
大宮都市再生に向けた協力を要請された。それ
を契機に四年に及ぶ地権者との勉強会を重ね、
委員会設立に向けた「組織体制」、「事業内容」
等の企画提案を行うことで、上記委員会設立に
尽力した。現在の研究者の立場は、委員会事務
局の作業班に属し、「都市情報化」の観点から
専門的知見を提供している。
　さらに2007年5月から、大宮東口駅前に隣接
した「大宮銀座通り商店街」の地権者勉強会（駅
前西地区勉強会）のアドバイザーを依頼され、
毎月開催される勉強会での講演を担当し、次世
代都市に向けたコンセプト作成を行い、現在（勉
強会は協議会に昇格）に至っている。
3　研究目的
　「大宮銀座通り商店街」は、後継者問題、ア
ーケードや建築物の老朽化、放置自転車、風俗
店や若年層の増加による治安悪化等の問題を抱
え、商店街の業績不振に喘いでいる。さいたま
市は2008年、銀座通り商店街の再生を目的に、
アーケード改修事業に向けた協議会を設立し、
計画案の策定を進めている。
　こうした経緯から本研究では、人・物・場所
を連携させ、消費に連動させる「情報」の影響
力に着眼し、大宮銀座通り商店街をケーススタ
ディに、高度情報化の観点に基づいた商店街活
性化方策の抽出を試みる
4　研究方法
（1）情報を活用した商店街の事例収集及び傾向
生活科学科　生活科学専攻
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　分析
②　大宮銀座通り商店街の課題抽出と対策の検
　討
㈲　（1｝の事例分析を基に課題対策と情報化手段
　の適合性を検証
　本年度の研究においては、（1）の事例分析に主
眼を置き、日本の代表的な商店街における情報
事業の試みをリサーチする
5　研究結果
　【仙台市内6商店街】
（1）商店街の立地特性
　仙台市中心部のアーケード街で、名掛丁商店
街、クリスロード商店街、おおまち商店街、サ
ンモールー番町商店街、一番町一番街商店街、
一番町四丁目商店街、計6つの商店街（約600
店舖）で構成され、JR仙台駅前からT字型に
広がった、バルーン状の開閉式型モールをもつ
歩行者専用の中心市街地内商店街である。
（2）情報化事業の背景
　社会情勢や消費形態の変化によって、東北最
大の店舗集積を誇る申心部商店街でも売上が低
迷し、厳しい経営環境にさらされている。「商
都仙台」の顔として親しまれた老店舗が相次ぎ
閉店し、その後続に全国チェーン店が入店する
ことで、個性とバランスある街並みが喪失され、
商店街の次世代を担う組織力の低下が危惧され
ていた。
（3＞情報化事業の対策
　こうした商店街の現状に対し、商店街が下し
た対策は、各店舗が個性的で魅力ある店づくり
を心掛けるく内部努力〉とともに、多様な専門
家との連携を深め、利便性や安全性を追及した
集客向上を考える〈外部支援〉にあった。
　その結果、約600店舗の商業集積を活かした
新たな情報発信に着眼し、来街者に各店舗や各
商店街情報を簡単に知ってもらえるように、携
帯電話を利用した情報サービス（街NAVI〈ナ
ビ〉仙台）に、活路を見出したのであった。さ
らに、再発性の高い宮城県沖地震に備え、防災
情報や避難場所への誘導情報としての二次利用
も兼ねている。
　平成ユ7年12月11日から6商店街の共同事業と
して、「街ナビ仙台」が開設された。このサー
ビスは、携帯電話のQRコード（二次元バーコ
ード）の読取機能を活用して、約600店舗の住
所や商品などの情報を提供できる、インターネ
ットサイトである。
　このサイトでは、観光情報、駐車場情報、災
害情報、イベント情報等や、商店街を積極的に
散策できるクイズラリー、街やお店のライブ映
像を見れる動画サイト等が装備され、地域内外
への積極的な情報発信を試みている。
（4）情報化事業の効果と課題
　クリスロード商店街で取り組んでいた情報事
業（店舗や商店街の独自サイトの構築）を継承
し、携帯電話を活用した情報サービスへと拡張
したことで、問題意識を共有できる商店街が
徐々に増え、最終的に全商店街の賛同を得て共
同事業に発展した意義は大きいだろう。その一
方で「街ナビ仙台」の開設と、商店街の売り上
げとの明確な相互性は、残念ながら見出せない
ものの、サイト開設以来、月平均5000超のアク
セスは、中心商店街の情報発信という観点に基
づけば、一定の効果があるともいえよう。
　こうした効果の一方で、中心商店街の魅力あ
る情報発信には、「鮮度の高い情報発信の保持」
が不可欠なため、個々の商店街が常に最新の情
報を更新する、絶え間ない努力が求められよう。
ところが実際は、店ごとによって情報更新に差
が生じるため、「サイトの信懇性」において、
大きな問題を孕んでいる
縣鍔頒一’霞調儲一警 ．誉
図一1モール 図一2商店街サイト
【片町商店街1
〔1）商店街の立地特性
　石川県金沢市の片山商店街は、加賀藩前田家
の城下町として歴史を有し、金沢の中心に位置
した北陸有数の繁華街である。国道157号線沿
いに位置し、北は香林坊から南は犀川大橋まで
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のおよそ400メートルに及ぶ街区で、車道の両
サイドにアーケード付帯型の歩行空間を持った、
歩車共存型の広域型商店街である。
（2）情報化事業の背景
　平成に入ると香林坊地区に大型商業施設が移
転したため、人の流れに変化が生じ、郊外地域
の発展、大型店の進出による渋滞・駐車場不足
等、車でのアクセシビリティの不便さが原因と
なり、来街者の大きな減少と、商店街における
空き店舗の増加によって、中心市街地の活力低
下が懸念されていた。
（3＞情報化事業の対策
　こうした商店街の現状に対し、平成工0年に金
沢市・商工会議所・商業者が三位一体となった、
「金沢TMO」を設立し、中心市街地の衰退に対
する打開策を検討した。その結果、平成13年7
月に、空き店舗対策事業として総事業費約6000
万円をかけて、情報や娯楽を提供する場
　「Kanazawa　Biz　Cafe（ビズカフェ）」をオー
プンさせた。このビズカフェのオープンには、
商店街の現状に強い危機感を覚えた30代から40
代の若手後継者の働きかけにより、産官学連携
が推進された結果、実現に至った。
　ビズカフェは、1階が「くつろぎ空間」とし
ての飲食店（Asian　cafe　CHACHA）、2階が「イ
ンターネット空間」、3階が「情報発信空間」
としての会議室という三層で構成されている。
インタネットカフェには工0台のパソコンが配備
され、会議室は、街区内アーケードに設置され
た50インチの大型ディスプレー5基と光ケーブ
ルで結ばれ、街中との受発信や逮隔会議ができ
る。
　さらにビズカフェの設立に合わせ、片町商店
街でのIT化実証実験を目的に、商店街のネッ
トワーク化が整備され、以下に示した実験事業
が試みられた。
・プラズマ大型ディスプレイでの情報発信
・プラズマと携帯電話を連動したシステム
・携帯電話からの投票型コンテンツ
・福光町との連携サイト「キンプドットコム」
・片町美人ママを動画で配信
・携帯電話でのクーポンサービスを実施
図一3ビズカフェ 図一4商店街のLAN化
図一5大型ディスプレイ　　図一6膀帯電話の利用
　平成13年には、ホームページ「イーカタマチ
ドットコム」が開設し、昼と夜の商店街写真を
ホームページ掲載することで、商店街の二面性
を強調した情報発信をしている。さらに各商店
情報を商店主自ら簡易に編集できるホームペー
ジの作成や、金沢市商店街連盟「金沢商店街物
語」と連動させる等、豊富な情報量を武器に、
以下のコンテンッへと展開した。
・金沢片町ショッピングサイトの開設
・片町マエストロを紹介
（4）情報化事業の効果と課題
　平成17年から「e一片町お店スゴロク3」や、
「片町ゆかたまつり」、「クリスマス片町テレビ
特番」等、多様なイベントの企画と商店街サイ
トを活用した告知によって、多くの参加者（毎
年平均1000人）の集客に成功し、新聞やTVの
取材が殺到したことで、商店街の知名度を向上
させることができた。
　しかしその一方で、想定以上の集客効果から、
歩行上でのトラブルが続出し、店のサービスに
多様な弊害が生じる等、商店街における運営上
の課題も散見している。さらに、現状の集客性
を維持するためには、継続的なイベント事業の
実施が不可欠なため、助成金の支給が終了した
後の、事業費捻出策が懸念される。
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【戸越銀座商店街】
（1）商店街の立地特性
　品川区の戸越銀座商店街は、関東大震災時の
罹災者によって朋設された歴史を持ち、全長
1600メートルに渡る長い商店街で、400店舗を
超す都内有数の規模を誇る商店街である。さら
に屋根の無い歩車一体の超広域型商店街で、歩
行車天国の実施やバリアフリー化の徹底によっ
て、幅広い年齢層で賑わっている。
　戸越銀座商店街は、戸越銀座商栄会f店街（商
栄会）、戸越銀座商店街（中央会）、戸越銀座六
商店街（銀六会）の3つの商店街から構成され、
低価格で豊富な商品揃いや、「銀ちゃん」とい
うマスコットキャラクターによって、地域住民
に親しまれた商店街の成功事例である。
図一7戸越銀座商店街 図一8銀ちゃん
（2）情報化事業の背景
　2004年に「電線類地中化計画」（品川区が商
店街活性化対策として区内商店街に提案し、戸
越銀座通りと旧東海道を事業化路線として決定
した事業〉が決定し、電線や電話線を地下に埋
設することで、快適な歩行空間の確保、美しい
都市景観の創出、都市防災機能の向上を目的に
実施された。
（3｝情報化事業の対策
　商店街活性化を目的戸越銀座商店街振興組合、
戸越銀座商栄会商店街振興組合、戸越銀座銀六
商店街振興組合（以下戸越銀座商店街連合）が
明治大学に協力を要請し、産官学連携の「ユビ
キタス商店街プロジェクト」が誕生した。本プ
ロジェクトは、ITを活用して各種コンテンツ
サービスを行い、長い直線距離を持つ商店街で
の腓買力促進を図ることで、次世代商店街のモ
デルケースを目指した。
　電線地中化工事に合わせ、商店街で利用可能
な光ファイバー等の通信インフラを埋設し、商
店街全体の一体化を図った。また街路灯やアー
チ等に、指向性スピーカー、IPカメラ（防犯
カメラ）、無線LANアンテナ等の多様なITデ
バイスを装着することで、災害時における非常
用通信システムとして活用し、多様な商店街情
報を発信する等、新たなコミュニティ形成によ
る商店街活性化策を目論んでいる。
　2005年の実証実験（ユビキタス実験）では、携
帯電話と工Cタグ、インターネット対応携帯電
話を活用し、商店街の快適な散策を目論んだも
のの、携帯にICタグを読み込むRF工Dリーダ
ーの装着が必要になったため、実現性に大きな
課題を残す結果になってしまった。そこで2007
年の実証実験では、QRコード（ucodeOR）を
活用し、クチコミや「ポイント制」、避難ルー
トの情報を導入することで、利便性と実現性を
高めた。
　さらに2007年には、商店街における情報拠点
として「ユビキタス戸越銀座ラボ（愛称「とこ
しタス」）を開設し、成果発表、意見交換、ワ
ークシップ等、地域住民が参加できる場の提供
によって、関係者の連携強化を図った。
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（4）情報化事業の効果と課題
　日本一住みやすい街を目指した多様な取組み
によって、地域に根ざした価値のある商品づく
りである、「とこしぎんざブランド」が誕生し
た。さらに、無添加、高品質、真心のサービス
をコンセプトに、「戸越銀座ブランド開発委員
会」を設置することで、地域と一体となった商
品やサービスを展開し、商店街の独自性向上に
繋がった。
　しかしその一方で、商店街の高度情報化に対
し、デジタルデバイド（携帯等の利用が困難）
を懸念する声が少なからず挙がり、情報弱者へ
の配慮と対策が課題となった。
5　まとめ
　大型量販店の進出は、地方都市の商店街に壊
滅的な打撃を投じた。その結果、多くのシャッ
ター商店街を量産し、中心市街地は衰退化して
いった。こうした事態を重く見た行政は、「中
心市街地活性化法」や「大店立地法」等を制定
することで、現況への打開策を講じたが、その
効果は期待を裏切る結果に終わった。
　その理由は、中心市街地活性化法における
TMO構想実現の不振に見ることができる。何
故なら、商店街のコンテンツ開発支援（イベン
ト・コミュニティ形成等）に主眼をおいた
TMO構想は、インフラ（アーケード化・街路
整備等）に依存した活性化手法に慣れた商店街
にとって、ハードルの高い政策に思えたことに
ある。
　しかし、空間に依存した活性化手法は、一時
的な売上向上に繋がるが、次第に売上は低迷し
ていくため、継続的な商店街のリニューアルが
不可欠となる。そこで現在の国や自治体は、補
助金の矛先を商店街の情報化に修正し、「アー
ケード改修」、「情報拠点形成」、「電柱地中化」
等の事業と「商店街情報化」事業を連携する事
業方式に、予算を投じる傾向が見受けられる。
　従って、本研究で取上げた3つの事例は、前
述的方策を有効利用した、いわば次世代商店街
のプロトタイプに該当するもので、分析を介し
た今後の課題は、数多とある商店街情報を、「ど
のように消費者に伝えるか」という、情報イン
ターフェイスの在り方「コンテクスト・アウェ
アネス」にあると考えられる。
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図一12中心市街地活性化法と商店街情報化
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